
ふかうらまち議会だより　№85　2026.6.12発行（10）（11）ふかうらまち議会だより（令和８年３月定例会号）

白神岳登山口
アクセス道路の整備は

白神登山口道路整備

登山口路線は狭く拡幅整備予定

七戸　　仁 議員
しち のへ ひとし

問

　七
戸
議
員

　
白
神
岳
登
山
口
駐
車
場
へ
至
る

路
線
は
幅
員
が
狭
く
、車
両
の※

離

合
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
登
山

者
の
誘
致
を
進
め
る
上
で
も
安
全

性
と
利
便
性
の
向
上
が
必
要
と
考

え
る
が
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
拡
幅

整
備
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答

　町
長

　
対
象
路
線
は
農
道
日
野
線
と
林

道
日
野
線
で
あ
り
、
道
路
幅
員
が

狭
く
車
両
の※

離
合
が
困
難
な
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対
策
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、

県
が
進
め
る
林
道
黒
崎
大
間
越
線

整
備
に
よ
り
、
既
存
路
線
と
接
続

し
な
が
ら
拡
幅
等
が
段
階
的
に
進

め
ら
れ
る
計
画
で
あ
り
、
令
和
11

年
度
の
完
成
、
令
和
12
年
度
供
用

開
始
の
予
定
で
あ
る
。

　
「
白
神
」
名
称
の
活
用

「
白
神
」
を
冠
し
た
施

設
・
駅
名
へ
の
改
名
を

『
現
在
の
名
称
維
持
し

　改
名
不
要
と
判
断
』

問

　七
戸
議
員

　
世
界
自
然
遺
産
・
白
神
山
地
を

擁
す
る
当
町
に
と
っ
て
、
「
白

神
」
は
国
内
外
に
強
い
訴
求
力
を

持
つ
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
名

称
の
前
面
に
「
白
神
」
を
冠
す
る

こ
と
で
、
所
在
地
の
明
確
化
や
情

報
発
信
力
、
検
索
性
の
向
上
、
観

光
誘
導
効
果
の
拡
大
が
期
待
で
き

る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

①
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二
湖
を
「
白

神
ア
オ
ー
ネ
十
二
湖
」
へ
の
改

名
は
。

②
十
二
湖
駅
を
「
白
神
十
二
湖

駅
」
へ
の
改
名
は
。

③
ウ
ェ
ス
パ
椿
山
駅
を
「
白
神
ウ

ェ
ス
パ
椿
山
駅
」
へ
の
改
名
は
。

答

　町
長

　
「
白
神
」
の
名
称
は
高
い
訴
求

力
を
持
つ
が
、
現
状
で
は
「
白
神

山
地
」
と
い
え
ば
「
青
池
」
「
十

二
湖
」
が
強
く
結
び
付
い
て
お
り
、

当
町
の
優
位
性
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
「
ア
オ
ー
ネ
白
神
十
二

湖
」
の
名
称
変
更
の
必
要
性
は
低

い
と
判
断
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
駅
名

の
変
更
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

手
続
き
や
多
額
の
費
用
負
担
が
伴

う
こ
と
か
ら
慎
重
に
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
は
「
白
神
」
と

「
青
池
・
十
二
湖
」
の
双
方
の
価

値
を
活
か
し
な
が
ら
情
報
発
信
に

取
り
組
む
。

▲十二湖駅

▲白神岳登山口へ至る道路

問
答

質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい

地域資源を活かした
持続可能なまちづくりは

地域資源活用

販路拡大と起業支援を推進

今　　勝吉 議員
こん かつ よし

問

　今
議
員

　
町
民
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
実

現
に
向
け
、
地
域
経
済
や
産
業
の

活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地

域
資
源
を
活
か
し
た
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

①
農
水
産
物
や
山
菜
の
商
品
化
や

物
産
展
等
に
よ
る
販
路
拡
大
な

ど
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
取

組
は
。

②
外
部
人
材
や
担
い
手
と
連
携
し

た
、
高
付
加
価
値
化
と
ブ
ラ
ン

ド
強
化
の
戦
略
は
。

答

　町
長

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開

発
や
販
路
拡
大
に
向
け
、
各
種
補

助
制
度
に
よ
り
事
業
者
を
支
援
し
、

商
談
会
参
加
な
ど
で
一
定
の
成
果

が
出
て
い
る
。
今
後
も
外
部
連
携

や
情
報
交
換
を
重
視
し
、
商
工
会

等
と
連
携
し
て
販
路
拡
大
や
起
業

支
援
を
進
め
る
。

　
人
口
減
少
対
策

少
子
化
対
策
及
び

婚
活
支
援
の
推
進
は

『
若
者
定
着
と
子
育
て

　支
援
を
強
化
し
婚
活

　機
会
の
拡
大
を
図
る
』

問

　今
議
員

　
人
口
減
少
対
策
に
は
県
と
の
連

携
強
化
と
町
独
自
の
取
組
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
を
伺

う
。

① 

人
口
推
移
や
出
生
数
、
合
計
特

殊
出
生
率
の
現
状
と
将
来
見
通

し
を
ど
う
分
析
し
、
施
策
に
反

映
す
る
の
か
。

② 

県
の
「
青
森
モ
デ
ル
」
な
ど
子

育
て
支
援
と
町
の
少
子
化
対
策

を
ど
う
連
携
さ
せ
る
の
か
。

③ 

交
付
金
を
活
用
し
た
婚
活
支
援

の
現
状
と
成
果
、
今
後
の
推
進

は
。

答

　町
長

①
当
町
は
出
生
減
と
転
出
超
過
で

人
口
減
少
が
進
み
、
合
計
特
殊

出
生
率
も
低
水
準
で
推
移
。
２

０
４
０
年
に
３
７
８
６
人
ま
で

減
少
見
込
み
で
、「
若
者
定
着
」

を
最
優
先
に
対
策
強
化
が
必
要
。

②
県
の
「
青
森
モ
デ
ル
」
と
連
携

し
、
給
食
費
・
保
育
料
・
不
妊

治
療
費
の
無
償
化
を
基
盤
に
、

通
学
支
援
や
副
食
費
無
償
化
、

入
学
卒
業
祝
金
な
ど
で
子
育
て

負
担
の
軽
減
を
図
る
。

③
婚
活
支
援
は
登
録
料
全
額
補
助

を
実
施
す
る
も
登
録
者
は
少
な

く
成
婚
実
績
な
し
。
今
後
は
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
や
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ

ン
グ
の
向
上
、
近
隣
市
町
村
連

携
で
機
会
拡
大
を
図
る
。

　
ナ
ラ
枯
れ
対
策

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
現
状

と
今
後
の
対
策
は

『
被
害
拡
大
受
け
安
全

　確
保
を
図
る
』

問

　今
議
員

　
当
町
は
森
林
が
大
半
を
占
め
、

ナ
ラ
枯
れ
は
景
観
や
イ
ン
フ
ラ
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
被
害
状

況
の
把
握
と
分
析
を
踏
ま
え
、
拡

大
防
止
と
イ
ン
フ
ラ
保
全
に
向
け

た
今
後
の
対
策
を
問
う
。

答

　町
長

　
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
町
内
で
大
き

く
拡
大
し
て
お
り
、
県
の
方
針
転

換
に
よ
り
今
後
は
全
量
駆
除
が
困

難
と
な
る
。
町
と
し
て
は
広
範
な

防
除
は
難
し
い
た
め
、
人
命
や
イ

ン
フ
ラ
へ
の
影
響
が
あ
る
箇
所
に

重
点
を
置
い
て
対
応
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
確
保
を

図
る
。

わが町のここが聞きたい

質問者の動画が
視聴できます。

問
答

※離合…車同士が狭い道路ですれ違うこと。

つぶやき
深浦町の背後は
　全て白神山地の
　　　　核心地域

つぶやき

地域特性を生かして
価値を生み出す


